
 

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

改善方策

10月 2 月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

国語科・算数科・理科の単元末テスト結果
（各学期）

標準学力調査結果（12月実施）

各学期各教科
　知識・技能　平均85点以上
　思考・判断・表現
　　　　　　　　　平均75点以上
全国平均以上

88%
82%

87%
78%

100% A

・１０月と比べて、数値
は下がったものの、目
標値を２項目とも達成
することができた。習熟
度別学習を取り入れる
ことが学力の定着につ
ながったと考える。

・授業における、思考・
判断・表現の場の充実
・のびのびタイムでの習
熟度別学習の継続
・標準学力調査の分析
による成果と課題の共
有

年間読書冊数
　１・２年生50冊、３年生40冊、４・５・６年生30冊
月間読書冊数
　全児童１冊以上

達成した児童の割合
　　　80％以上
達成した児童の割合
　　  95％以上

87%

88%

91%

78%
96% B

年間読書冊数は、目標を達成
することができた。月間読書
冊数は、達成できなかった。
原因は、数値を図書館で借り
る冊数でカウントしていること
や電子書籍サービスを主に利
用している児童がいるためで
ある。朝読書も定着しており、
ほぼ100％達成している。

・司書、司書教諭、子ども司書、
委員会のさらなる連携
・教師による読み語りなど図書を
手に取るきっかけづくりの充実
・低学年、高学年に分けたビブリ
オバトル大会など児童が主体と
なる取組の実施

教職員アンケートによる評価
　「課題設定場面で『？』や『！』を生む工夫をしている」
　「思考・表現場面で『話す』『聞く』必要性を生む工夫をして
いる」
　「ふり返りで『伸び』を自覚できる工夫をしている」

児童アンケートによる評価
　「『やってみたい』『理解したい』思いを持って学習している」
　「進んでみんなと考えを話し合っている」
　「授業の終わりには自分の考えが深まっている」

豊
か
な
心
の
育
成

自他を愛し共
感する力、思
いやりの心、
協力し合う態
度を育てる。

自分や自分を取り巻く人・
環境を愛し共感する力、
思いやりの心、協力し合
う態度を育成する。

児童アンケートによる評価
　「学習や生活で自分で考え決める場面が増えている」
　「自分や自分の周囲の人・ふるさとにはよいところがある」

各項目肯定的評価
　　　80%以上

84%
94%

90%
98%

100% A

目標値を２項目とも達成
することができた。地域人
材を活用した学習を積極
的に進めたことが要因で
ある。自己決定について
も向上した。授業や児童
会等の活動でチャレンジ
をする機会が増えている
ことが要因だと考える。

・縦割り班活動（異年齢集団）
を生かした活動の充実
・委員会活動を通じた企画力
の向上
・地域学習を実施した後の振
り返りの充実
・授業内での自己決定の場
の設定

〇

・児童アンケートの各項目（1年生から6年
生まで）において、発達段階に応じた適切
な表記・問いかけがなされているか、また
実態を正確に反映した評価ができている
か、継続的な検証を期待したい。
・学校ボランティアの方々による献身的な
支援が、教育活動の基盤を支えている様
子が強く伝わってくる。今後も地域と一体と
なった教育環境の維持・発展を願ってい
る。
・「自己決定の場」を大切にした学びづくり
や、ふるさと学習におけるチャレンジ機会
の創出など、児童が自ら考え決定する力を
育む取組は非常に意義深い。

健
や
か
な
体
の
育
成

生涯にわたる
健康に対する
高い意識を育
て、体力の向
上を図る。

「運動は楽しい」「やれば
伸びる」「もっとしたい」と
いう主体的態度を育成す
る。

教職員アンケートによる評価
　「『やってみたい』と思わせる導入・課題設定の工夫をして
いる」
　「多様な学びや挑戦のできる環境設定や評価の工夫をし
ている」

各項目肯定的評価
　　　80%以上

100% 91% 100% A

やや数値が落ちたもの
の、目標値を達成すること
ができた。実技研修や低
中高学年ブロック及び全
体での交流を行ったこと
が授業の工夫改善につな
がったと考える。児童の運
動に対する意識について
把握できていない点が課
題である。

・体育授業の充実
・児童アンケートの実施
・学校全体での統一した
取組の実施と評価

〇

・学校だより等を通じた日々の
情報発信が、幼保での体力づく
り（持久走等）の参考になるな
ど、具体的な連携に結びついて
いる点は特筆すべきである。
・ 「運動したくなる環境設定」に
向けた実務研修や、異学年交流
を積極的に取り入れた体育授業
の改善により、目標値を達成し
ている点を高く評価する。

地域・保護者が有する教
育力との連携を図り、地
域に開かれた教育課程を
実現する。

学校だよりなどを活用した広報活動　月１回以上
コミュニティ・スクール学校運営協議会　　年４回開催

　100％達成 100% 100% 100% A

教職員が健康でいきいき
とやりがいをもち勤務でき
る環境づくりを推進する。

ビジョン策定会議　年４回開催
市「学校における働き方取組方針」の「勤務上限目安時間」
　時間外勤務時間月４５ｈ以内

　100％達成 74% 81% 81% B

評価計画 自己評価

・ふり返りの場の交流
・各学級におけるふり
返りの肯定的評価
・来年度に向けた研
究方針・内容の共有

各項目肯定的評価
　　　80％以上

100%
90%
54%

95%
88%
81%

84% B

１０月と同じく、目標値を６項目
中５項目とも達成することがで
きた。そのうち３項目が10月と
比べて、数値が２〜３ポイント
伸びていることから、校内研
修を通して、教職員が授業を
改善してきた成果である。一
方、達成できなかった「ふり返
りの場」では、特に教職員アン
ケートにおいて大幅に数値が
下がっていることから、教職員
の中で、児童のどんなふり返
りが「伸び」を自覚しているの
かが、明確になっていないこと
が課題である。

・学校図書館教育「『ほんにし』たしむ
図書館」プロジェクトの推進
　①多様な読書活動の計画と展開
　②「読みたくなる」環境づくりの推進

主体的・対話的で深い学
びを進める力、自己決定
力、思考力・表現力を育
成する。

令和７年度　　学校評価表 （　最終　） 学校名 　三原市立本郷西小学校 校番（　１８　）

ａ　学校教育目標
「なりたい自分」に向かって切磋琢磨する子供の育成

－自ら伸びる　ともに伸びる－

【ミッション】（自校の使命）　　主体的に思考・判断・表現し、夢に向かって行動できる子供の育成
【ビジョン】（自校の将来像）　「自ら伸びる　ともに伸びる」　目標に向かって切磋琢磨する姿のある学校
  　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・主体的・対話的で深い学びをめざす子供
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・誇りとやりがいをもち共に学び高め合う教職員
  　　　　　    　　　　　　　　　　  ・挑戦・失敗を共に評価し応援する保護者・地域

学校関係者評価

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標 ｅ　目標達成のための方策 ｆ　評価項目・指標 ｇ　目標値
ｉ

達成度

ｊ
評
価

ｋ
結果と課題の分析

n
改善方策

l   評 価 m
コメント

確
か
な
学
力

基礎学力を定
着させ、「主体
的・対話的で
深い学びを進
める力」を育成
する。

基礎学力の確かな定着を
実現する。

・コース別・少人数指導の推進
・反復練習の徹底
・効果的な帯タイムの計画・実施
　①文法・ことば・聞き取り問題・CBT・
　　模擬学力テスト等の実施
　②認知機能トレーニングの実施

〇

・主体性を引き出す環境づく
り校内の至る所に児童の興
味を喚起する「やりたい」と思
わせるネーミングや工夫が
凝らされており、学習意欲を
高める優れた教育環境が構
築されている。
・全体として授業に臨む児童
の表情が明るく、特に6年生
においては非常に高い集中
力を持って学習に励む姿が
見られた。
・ノート指導の充実により、記
述内容が非常に緻密であ
り、児童一人ひとりの深い学
びと学習への強い意欲が結
実している。
・読書活動への継続的な取
組は、児童の集中力養成に
大きく寄与している。また、本
を媒体とした他者とのコミュ
ニケーションを大切にする姿
勢も育まれており、多面的な
効果が表れている。
・思考力・判断力に関する指
標は一定の達成を見ている
ものの、10月から2月にかけ
ての数値の下降傾向が懸念
される。次年度に向けて、年
間を通じた安定的な定着を
図るための指導の工夫を期
待したい。

・「３つの『たい』話」がある授業づくり
の徹底
　①「やりたい」　課題設定の場
　②「話したい・聞きたい」
　　　　　　　　　　思考・表現の場
　③「もっと伸びたい」　ふり返りの場
　※ゴールイメージからの単元・授業
　　　構成

・親和性の高い集団づくりの推進
・「自己決定の場」を大切にした学びづ
くりの推進
　① 特別活動の改善と充実
　② コミュニティ・スクールを活用した
「ふるさと学習」の推進

100%
87%
75%

92%
86%
82%

新たな教育課
題等に適切に
対応できる学
校体制を構築
し、教育の質
の向上を図
る。

・「運動したくなる環境設定」のある体
育科授業・体育的行事の充実
　①個に応じた場の設定
　②異学年交流の積極的導入
　③意欲を高めるプロセス評価

業
務
改
善

働
き
方
改
革

〇

・いつも発行される学校だよりを
楽しみにしている。学校の取組
が地域にとっても良い刺激や参
考になっている。
・教師と児童たちが心を通わ
せ、共に歩んでいる姿が伝わ
り、非常に心強く感じる。
・心に残る10周年記念行事を通
じて、地域全体で学校を支えて
いく連帯感がさらに高まったと実
感している。

・全教職員による教育ビジョン策定会
議の計画的実施
・業務改善の継続的実施

・学校運営協議会での「熟
議」の活性化
・地域ボランティアの参画を
促す仕組みを整えた教育活
動の充実
・校内業務の優先順位の再
徹底
・組織的な業務分担の平準
化

・目標は達成し、地域との
連携の基盤は整った。今
後は開催だけに留めず、
地域の声を学校運営や具
体的な教育活動に反映さ
せるかが課題である。
・時間外勤務の目標達成
は81%に留まった。特定の
時期や業務の負担偏り
が、時間外勤務の障壁と
なっていた。

・コミュニティ・スクールの積極的推進
と計画的活用
　①積極的な情報発信
　②学校運営協議会の計画的開催

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。

別紙様式１


